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Photo:NASA

口聡一さんが、待ちに待った宇宙へ旅立ち
無事に帰還したことは、日本全国どこに行
っても大きな話題になっています。JAXA’s
003では、そのフライトの中から際立った写

真を紹介しました。宇宙についてのニュースが多い今年
にあっては、Ｘ線天文衛星「すざく」の誕生は旧聞に属し
ますが、快挙でした。現在は探査機「はやぶさ」による小
惑星イトカワからのサンプル採取のオペレーションが、
クライマックスを迎えようとしています。楽しみですね。
宇宙教育センターは、息の長い大事な事業にとりかかっ
ています。

名古屋で開催された愛・地球博も、9月25日で閉幕です。
そのキッコロメッセという会場では、ファイナル・イベ
ントとしてJAXA主催による「宇宙、地球、そして未来へ」
という催しが大人気。旬な「はやぶさ」と今年度打ち上げ
の迫るALOS（陸域観測技術衛星）は、二つとも実物大模
型で、会場を圧倒し、野口さんのヒューストンからの対
話、向井千秋さんの出演、アメリカの火星探査の英雄ゴ
ロンベックの講演など、盛り沢山の内容です。

ところで野口さんが飛んで、巷
でよく聞かれるのは「日本は日
本の力で宇宙へ人間を運ぶ計画
はないんですか？」という問い
です。有人宇宙飛行を展望する
長期ビジョンを策定した今こ
そ、隊列を整えて国民のみなさ
んの夢を実現するJAXAとして
驀進したいですね。

野

c o n t e n t s
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飛行再開にかけるNASAの意気込みを示すか
のように、今回のフライトではきわめて大量のデ
ジタルデータがインターネットで公開された。動
画像のインターネットによる生中継はもちろん、
デジタルカメラで撮影された画像もフライト中
から連日ウェブサイトに公開された。
しかも、それらの写真は驚くほど鮮明なものば
かり。ディスカバリー号の耐熱タイルの状態を
確認するためISS（国際宇宙ステーション）から
撮影された画像などはメディアでも多く取り上
げられたが、その何十倍もの量の「高解像度画
像」が、ウェブサイトで閲覧できるようになっ
ている。
今回のフライトではじめて宇宙空間に持ち出さ
れたデジタルカメラによる写真をはじめとする
膨大なライブラリの中からカットを厳選し、さ
らに搭載機器の開発や地上支援を担当したミッ
ションの当事者である若田光一宇宙飛行士の
解説を加え、写真特集をお届けする。

鮮明な写真で振り返る
スペースシャトル・
ディスカバリー号のミッション

野口宇宙飛行士が活躍
スペースシャトル「リターン・トゥ・フライト」特集

解説

若田光一宇宙飛行士
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回のディスカバリー号のミッションは、
カーゴベイ（荷物室）に収められたペイロ

ード（搭載物）に言い尽くされる。最も目立つ銀
色の筒が、ISS（国際宇宙ステーション）への物資
を納めたコンテナ「MPLM」。内部にはISSのた
めの交換部品や食料などが納められている。
「MPLM」の機首側には、ISSに取り付けられて曝
露部（宇宙空間）での保管スペースの役割を果たす
「ESP-2」と呼ばれるモジュールがある。「MPLM」
の尾翼寄り左側には、耐熱タイルなどの補修テス
トに使うサンプルが収められたボックスが、右翼
側には地球ゴマの原理でISS全体の姿勢を変える

ために使う「CMG」が収められている。「CMG」の
新品への交換も今回のミッションの重要な一部。
カーゴベイの左側の白い棒は、もともとシャトル
に装備されているロボットアーム「SRMS」だが、
今回は右側に「SRMS」の先に装着して機体の腹
側も含め、すべての部分を検査可能とする
「OBSS」と呼ばれる検査用の子アームが収納さ
れている。
今回のミッションで若田光一宇宙飛行士は、
NASAの宇宙飛行士室を代表してこのOBSSの
開発チームに加わり、地上支援を行った。
「レーザースキャナーを備えたOBSSを使うこと
で、主翼前縁と機首の、わずか0.05ミリメートル
の損傷をも見逃さずとらえることができます。
複雑な三次元形状の主翼前縁を、まるでバイオ
リンの弦を引くように検査します。これらのシス
テムで（機体の損傷状況が）見えすぎるくらいに
見えていた。だから今回のフライトは、シャトル
を取り囲むタイルなどの熱防護システムの状態
を把握できるという点で、これまでにないレベル
の安全性が実現できたフライトだったのではな
いでしょうか」（若田宇宙飛行士）【写真：1, 2】

ャトルの耐熱部の状態を確認するため、
ドッキング直前にISSから撮影された写真

のうちの１枚。タイルの隙間からわずかに飛び出
した詰め物（ギャップ・フィラー）まで鮮明に写っ
ている。 　　　　　　　　　　　  　【写真：3】

船外活動に備える野口聡一宇宙飛行士（左）とス
ティーブン・ロビンソン宇宙飛行士（右）【写真：4】

ミッションの目的とペイロード

ISS建設＋
物資補給、
そして安全性を
高めるための
フライト

今
回
の
フ
ラ
イ
ト
は
、

最
も
安
全
な
フ
ラ
イ
ト

だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か

今

シ

1

2

34
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上で整備中のディスカバリー号。大気圏の
再突入時の高温から機体を防護する耐熱

パネルや耐熱タイルは１枚１枚がオーダーメード
で、合計約３万枚。OBSSを用いることで、この
すべてが検査可能となった。

地

5
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船外活動1

はじめて船外に
持ち出された
デジタルカメラから
鮮明な画像が届いた

6
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ボットアームはモノだけでなく宇宙飛行士
も運ぶ。さらに支えのない宇宙空間での、

足場の役割も果たす。アームの先にいるのは、ロ
ビンソン飛行士。今回は高解像度のデジタルカメ
ラがはじめて軌道上に持ち出され、きわめて鮮明
な写真がフライト中から地上に届けられた。ロビ
ンソン宇宙飛行士の左腕に取り付けられた箱が、
熱防護が施されたデジタルカメラ。【写真：6, 7】

ボットアームの操作を担当した、ジム・ケリー
宇宙飛行士とウエンディ・ローレンス宇宙

飛行士。二人の中央にロボットアームを操作する
ための、ジョイスティックが見えている。
「ロボットアームやそれに把持されている物体は、
不意の接触事故を防ぐため通常シャトルの機体構
造から、2フィート以上の距離を保っていなければ
なりません。同時にその距離をカメラで確認できな
ければなりません。ロボティクスの地上管制チーム
が作成した手順の安全性、運用性を我々の地上検
証チームがアームのシミュレーターを使って検証
し、その手順を軌道上のクルーに送るわけです。
この検証チームの主なメンバーは3名でしたが、
シュガー、若田、ティンチという担当者の頭文字か
らジム・ケリー宇宙飛行士らからは“SWAT”と呼
ばれるようになりました」（若田宇宙飛行士）
ISSから機体を撮影したことで、耐熱タイルの精
密検査が必要となった。これは過去の飛行データ
から想定されていた作業で、この操作手順の地上
検証もSWATチームが担当した。「2つのロボット
アームの運用を担当したケリー、ローレンス、ト
ーマス、カマーダの各飛行士の操作は素晴しく、
複雑な作業を安全に手際よくこなしてくれました。」
（若田宇宙飛行士） 　　　　　　　  　【写真：9】

スペースシャトルのカーゴベイで船外活動を行う
野口宇宙飛行士。脚や背の生命維持装置の赤い
ラインは識別のため。　　　　　　　 

今
回
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
操
作
は

素
晴
ら
し
い
パフォ
ー
マン
ス

ロ

ロ

8

9
7
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中での実物大モデルによる訓練や、コンピュ
ーター・シミュレーションによる訓練を重ね、

本番に臨んだ。
「通常のISS組み立て飛行では、軌道上での船外活
動の10倍程度の時間を水中での訓練に費やしま
す。野口宇宙飛行士とロビンソン宇宙飛行士は、訓
練中からその優れた船外活動のパフォーマンスに
は定評がありました。今回のミッションでは、コロ
ンビア号の事故でフライトが延びましたが、フラ
イトを待つ間の時間を非常に有効に使い、80回近
い水中船外活動訓練をこなしました。その徹底し
た訓練の内容はNASAにとって今回のフライトが
どれほど重要であったかを示すものだと思います
し、そこまでの訓練をやりとげた両宇宙飛行士は、
完璧に本番をこなしました」（若田宇宙飛行士）
「野口さんは（宇宙飛行士として訓練を重ねた）9年
間の、1秒たりともムダにしていなかったんです。
それが彼の船外活動のリーダーという重要な任務
の見事な遂行につながったのだと思います。」
（若田宇宙飛行士）            【写真：11, 12, 13, 14】

陽の直射をさえぎるバイザーに、野口宇宙
飛行士の目から見える景色が映っている。

中央にはカメラを構えたスティーブン・ロビン
ソン宇宙飛行士。　　　　　　　　 

船外活動2

地上訓練が
支えた
船外活動の
成功

太

水

10

11

12

13
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コン／コダック社が特別に制作したデジタ
ル一眼レフカメラが活躍。機体が上昇中

のＧ（加速度）フェーズの終了直後、タンク断熱
材の剥離脱落部分を撮影できたのも、地上での訓
練のたまもの。　　　　　  【写真：15, 16, 17】

野
口
宇
宙
飛
行
士
は
、９
年
間
の
、

１
秒
た
り
と
も
ム
ダ
に
し
て
い
な
かっ
た

ニ

14

15

16

17
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ＩＳＳから撮影したディスカバリー号。船外活動
中の野口宇宙飛行士がドッキングポート付近に
写っている。　　　　　　　　　　

最大のミッション
帰還

18
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SSクルーとともに記念写真。ビデオカメラ
を回している野口宇宙飛行士から右に、ウェ

ンディー・ローレンス、セルゲイ・クリカリョフ、ジェ
ームス・ケリー、アンドリュー・トーマス、ジョン・フィ
リップス、チャールズ・カマーダ各宇宙飛行士（グレ
ーの服がISS長期滞在クルー）。右端にアイリーン・
コリンズ船長で、撮影はスティーブン・ロビンソン宇
宙飛行士。この9名がISSで作業に当たり、ミッション
中にコロンビア事故犠牲者への追悼式なども行った。
「野口宇宙飛行士は船外活動の主担当であるほかに、
PHOTO/TVという映像通信機器の操作も担当しまし
た。外部燃料タンク分離時のタンクの撮影に始まり、
軌道上での様 な々作業の記録映像の撮影と地上へ
のダウンリンク、小泉首相とのテレビ会議や軌道上記
者会見時のカメラや音声機器、伝送回線の設定など、
とても煩雑な作業です。3回にわたる船外活動のリー
ダー役に加え、その“一人テレビ局”の仕事までも、野
口さんは完璧にこなしてくれました」（若田宇宙飛行士）   

【写真：19, 20】

ぼ14日間にわたるフライトを終え、カリフォ
ルニア州のエドワーズ空軍基地（NASAドラ

イデン飛行研究センター）に着陸。「無事に帰還す
ること」という人類社会全体に対しての大きなミッ
ションを果たした。                              【写真：21, 22】

「
無
事
に
帰
還
す
る
こ
と
」と
い
う

人
類
社
会
全
体
に
対
し
て
の

大
き
な
ミッション
を
果
た
し
た

I

ほ

19

2021

22
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た
の
で
す
が
、
そ
の
一
言
が
再
挑
戦
を

現
実
の
も
の
と
す
る
最
後
の
一
押
し
に

な
り
ま
し
た
」

翌
01
年
４
月
に
は
日
本
側
で
再
製
作

が
ス
タ
ー
ト
し
、共
同
研
究
の
相
手
方

で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
側
で
も
同
年
８
月
に

予
算
が
認
め
ら
れ
た
。
今
回
の「
Ａ
Ｓ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
―
Ｅ
Ⅱ
／
す
ざ
く
」は
、
そ
う

い
う
思
い
を
乗
せ
た
科
学
衛
星
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

「
す
ざ
く
」
が
観
測
対
象
と
す
る
Ｘ
線

と
は
、
光
よ
り
も
波
長
の
短
い
、
高
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
電
磁
波
だ
。
カ
メ

ラ
マ
ン
が
レ
ン
ズ
や
フ
ィ
ル
ム
を
使
い

分
け
る
よ
う
に
、「
す
ざ
く
」は
５
つ
の

望
遠
鏡
と
３
種
類
の
観
測
装
置
を
搭
載

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
も
大
き
な
期

12

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
本
部
・
研
究
総
主

幹
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
天
文
学
研
究
系
（
打
ち
上
げ
時
）

井
上
一
教
授

２
０
０
５
年
７
月
10
日
12
時
30
分
に

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
を
飛
び
立
っ

た
Ｍ
  ―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
は
、
Ｘ
線

天
文
衛
星「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
―
Ｅ
Ⅱ
」を
予

定
通
り
の
軌
道
に
投
入
し
た
。

今
回
の
打
ち
上
げ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と

な
っ
て
初
め
て
の
Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
で
あ
り
、
し
か
も
00
年
２
月

に
失
敗
し
た
Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
４
号

機
／
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
―
Ｅ
の
再
挑
戦
機
で

も
あ
っ
た
。
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中

で
Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
は
、
完
璧

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て

「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
―
Ｅ
Ⅱ
」を
宇
宙
に
送
り

届
け
、
衛
星
は「
す
ざ
く
」と
命
名
さ

れ
た
。

打
ち
上
げ
成
功
の
直
後
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
責
任
者
で
あ
る
井
上
一
教
授
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
で
関
係
者
に
謝
意

を
表
し
て
い
る
。

「
５
年
前
の
失
敗
の
後
、
私
た
ち
の
衛

星
が
再
挑
戦
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
わ
ば
打
ち
上
げ
を
待
つ
列
に
割
り
込

み
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
な

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
激
励
や
応

援
を
い
た
だ
き
、
海
外
の
共
同
研
究
者

の
み
な
さ
ん
か
ら
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

い
た
だ
い
た
。
す
べ
て
の
方
々
に
あ
ら

た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
」（
井
上

教
授
）

00
年
２
月
の「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
―
Ｅ
」の

打
ち
上
げ
で
は
、
Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
４

号
機
の
第
１
段
ロ
ケ
ッ
ト
の
ノ
ズ
ル
が

破
壊
し
、
予
定
し
た
推
力
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
２
段
、
３
段
で
必
死
の
立
て

直
し
を
試
み
、「
も
し
も
衛
星
が
地
球
を

１
周
し
て
内
之
浦
上
空
に
戻
っ
て
き
て

く
れ
れ
ば
、
手
の
打
ち
よ
う
も
あ
る
」

と
関
係
者
は
一
縷
の
望
み
を
つ
な
い
で

い
た
。
し
か
し
信
号
は
届
か
ず
、
衛
星

の
喪
失
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
井
上
教

授
は
当
時
を
こ
う
も
語
っ
て
い
る
。

「
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
涙
が
ボ
ロ
ボ

ロ
と
こ
ぼ
れ
た
。あ
ん
な
こ
と
は
は
じ

め
て
で
し
た
。
き
っ
と
子
ど
も
を
亡
く

し
た
と
き
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
気
持

ち
に
な
る
の
で
し
ょ
う
」

し
か
し
、
リ
ス
タ
ー
ト
は
素
早
か
っ

た
。「当

時
は
我
々
の
大
先
輩
で
あ
る
小

田
稔
先
生
が
十
分
影
響
力
の
あ
る
立
場

に
お
ら
れ
た
。
共
同
開
発
の
相
手
方
で

あ
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
チ
ー
ム
も
鹿
児
島
か

ら
の
帰
り
の
飛
行
機
の
中
で
、
再
挑
戦

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
提
案
書
）を
書
い
た

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
天
文
学
会
は
じ

め
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
し
、
Ｍ
―
Ｖ
の
チ
ー
ム
の
方

が
、
そ
れ
こ
そ
廊
下
の
立
ち
話
で
で
す

が
、『
も
う
１
回
や
ら
せ
て
ほ
し
い
』と

言
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
ほ
ん
と
う
に

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
る
検
討
も
あ
っ

「
新
た
な
観
測
手
段
、高
性
能
の
検
出
装
置
を
軌
道
上
に
持
ち
込
め
ば
、必
ず
新
し
い
結
果
が
出
せ
る
―
―
」

そ
も
そ
も
Ｘ
線
天
文
学
は
観
測
機
器
を
宇
宙
に
送
り
届
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

観
測
能
力
の
向
上
と
理
論
の
発
展
が
両
輪
と
な
っ
て
、星
の
誕
生
や
終
末
、ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
謎
を

明
ら
か
に
し
て
き
た
。「
Ｘ
線
天
文
学
は
日
本
の
お
家
芸
」と
言
わ
れ
た
の
も
、

理
論
と
観
測
手
段（
Ｘ
線
天
文
衛
星
）の
両
方
で
、世
界
に
先
ん
じ
る
成
果
を
挙
げ
続
け
て
き
た
か
ら
だ
。

７
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た「
す
ざ
く
」に
も
、

世
界
初
の
観
測
装
置
が
搭
載
さ
れ
、大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

宇
宙
の
深
遠
に
迫
る
Ｘ
線
天
文
衛
星「
す
ざ
く
」

X線天文観測衛星「ASTRO-EⅡ／すざく」
プロジェクトマネージャー

Inoue H
ajim

e

ヒ
モ
１
本
に
至
る
ま
で
の

吟
味

「
再
挑
戦
」に
成
功

I N T E R V I E W
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13

待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
が「
Ｘ
Ｒ
Ｓ
」

と
呼
ば
れ
る
観
測
装
置
だ
。
宇
宙
の
ど

こ
か
で
生
成
し
、
何
万
光
年
も
の
旅
を

経
て
き
た
Ｘ
線
光
子
の
１
粒
が
も
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
を
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
精

度
で
測
定
す
る
装
置
で
あ
る
。

７
月
27
日
に
は
、
Ｘ
Ｒ
Ｓ
を
覆
う
冷

却
装
置
の
試
運
転
を
行
な
い
、
内
部
の

温
度
が
０
・
０
６
０
Ｋ（
ケ
ル
ビ
ン
＝

絶
対
温
度
）と
い
う
極
低
温
へ
の
到
達

を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
宇
宙
空
間
に
お

け
る
人
為
的
な
極
低
温
の
新
記
録
で
あ

る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
検
出
器
の
温
度

を
下
げ
る
の
は
、
そ
れ
が
検
出
の
精
度

を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か

ら
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
か
ら
く
り

が
あ
る
。

何
万
光
年
か
何
億
光
年
の
旅
を
し
て

「
す
ざ
く
」の
Ｘ
線
望
遠
鏡
に
飛
び
込
ん

で
き
た
Ｘ
線
光
子
は
、
Ｘ
Ｒ
Ｓ
に
当
た

っ
て
消
滅
す
る
。
そ
の
と
き
に
、
Ｘ
線

光
子
自
身
が
持
っ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
検
出
器
の
素
子
に
与
え
、
素
子
の
温

度
を
わ
ず
か
に
上
昇
さ
せ
る
。
そ
の
素

子
の
温
度
上
昇
を
、
素
子
の
電
気
抵
抗

値
の
変
化
を
読
む
こ
と
で
測
定
し
、
そ

れ
を
Ｘ
線
光
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
読
み

替
え
る
―
―
。
こ
れ
が「
マ
イ
ク
ロ
カ

ロ
リ
メ
ー
タ
ー
」と
も
呼
ば
れ
る
Ｘ
Ｒ

Ｓ
の
測
定
原
理
で
あ
る
。

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
測
定
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
ノ
イ
ズ（
雑
音
）と
の
戦
い

が
そ
こ
に
も
あ
っ
た
。
素
子
や
検
出
器

を
極
低
温
に
置
く
の
は
、
デ
ー
タ
を
乱

す
熱
ノ
イ
ズ
を
減
ら
す
た
め
。
冷
や
せ

ば
冷
や
す
ほ
ど
検
出
の
精
度
は
上
が
る

の
で
、
Ｘ
Ｒ
Ｓ
で
は
機
械
式
冷
凍
機
や

固
体
ネ
オ
ン
、
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
、
電
磁

式
冷
凍
機
な
ど
を
何
重
に
も
用
い
て
、

０
・
０
６
０
Ｋ
と
い
う
極
低
温
を
実
現

し
て
い
た
。

世
界
新
記
録
の
極
低
温
を
実
現
し
た

と
い
う
こ
と
は
、「
Ｘ
Ｒ
Ｓ
は
か
つ
て
誰

も
で
き
な
か
っ
た
精
度
で
の
観
測
が
で

き
る
」と
い
う
こ
と
と
同
義
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
極
低
温
を
実
現
し
維
持

す
る
た
め
に
膨
大
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｘ
Ｒ
Ｓ
の
検
出

素
子
は
、
周
囲
か
ら
の
熱
の
進
入
を
最

小
限
に
す
る
た
め
、
ヒ
モ
で
吊
る
形
で

保
持
さ
れ
て
い
る
。
12
対
の
強
化
繊
維

（
ケ
ブ
ラ
ー
）の
テ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

素
子
は
周
囲
の
構
造
物
と
の
機
械
的
な

結
合
を
実
現
し
て
い
る
わ
け
だ
。
む
ろ

ん
こ
の
ヒ
モ
も
む
ろ
ん
熱
の
進
入
路
と

な
る
た
め「
で
き
る
だ
け
細
く
長
く
」し

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
打
ち
上
げ
時
の
振

動
に
は
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
実
験
を
重
ね
最
適
値
を
見
つ

け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

構
造
や
材
料
、
ヒ
モ
１
本
に
至
る
ま

で
の
吟
味
、そ
し
て
実
験
と
実
証
―
―
。

そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
集
積
が
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
―
Ｅ
で
あ
り
Ｅ
Ⅱ
で
あ
っ
た
の

だ
。「再

製
作
と
な
っ
た
Ｅ
Ⅱ
で
は
、
コ
ス

ト
や
製
作
期
間
を
考
え
大
幅
な
設
計
変

更
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、

冷
却
系
の
外
側
に
機
械
的
冷
凍
機
を
新

た
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
冷
媒
の
設
計

寿
命
を
５
割
が
た
延
ば
す
こ
と
が
で
き

て
い
た
」の
だ
と
い
う
。

し
か
し
８
月
初
旬
、
冷
却
器
の
機
能

喪
失
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
肝
心
の
液

体
ヘ
リ
ウ
ム
が
何
ら
か
の
理
由
で
蒸
発

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
原
因
は
解

明
途
上
に
あ
る
が
、
も
は
や
Ｘ
Ｒ
Ｓ
が

予
定
し
た
性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

「
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
見
直
す
べ

き
と
こ
ろ
は
よ
く
見
直
し
て
、
マ
イ
ク

ロ
カ
ロ
リ
メ
ー
タ
ー（
Ｘ
Ｒ
Ｓ
）に
つ
い

て
は
３
度
目
の
正
直
を
狙
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
井
上
教
授
は
コ
メ
ン

ト
す
る
。

Ｘ
Ｒ
Ｓ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
ゴ
ダ
ー
ド
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る

ニ
コ
ラ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
博
士
も
、

「（
ヘ
リ
ウ
ム
消
失
で
機
能
喪
失
は
し

た
が
、）打
ち
上
げ
後
３
週
間
の
完
璧
な

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
自
体
が
素
晴

ら
し
い
技
術
的
な
成
果
で
あ
り
、
軌
道

上
で
の
運
用
が
技
術
的
に
可
能
で
あ
る

こ
と
を
実
証
し
て
く
れ
た
。
新
た
な
打

ち
上
げ
の
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
、
Ｘ
Ｒ

Ｓ
は
必
ず
や
科
学
的
な
成
果
を
見
せ
て

く
れ
る
に
違
い
な
い
」と
、
悲
壮
感
の

中
に
も
再
挑
戦
に
向
け
た
強
い
決
意
を

に
じ
ま
せ
る
。

「
残
っ
た
観
測
機
器
で
ぜ
ひ
と
も
ヒ

ッ
ト
を
飛
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」（
井
上
教
授
）と
の
言
葉
ど
お

り
、「
す
ざ
く
」の
４
台
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｃ
Ｄ

カ
メ
ラ
と
硬
Ｘ
線
検
出
器
は
順
調
に
始

動
し
、
続
々
と
観
測
デ
ー
タ
が
地
上
に

届
き
始
め
て
い
る（
写
真
）。
ホ
ー
ム
ラ

ン
バ
ッ
タ
ー
が
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
試
合
に
勝
て
な
い
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
実
証
す
る
か
の
よ
う
に
…
…
。

た
だ
、
ス
ラ
ッ
ガ
ー
の
登
場
が
さ
ら

に
ゲ
ー
ム
を
面
白
く
し
て
く
れ
る
の

も
真
実
。
不
誠
実
で
も
不
正
直
で
も
な

い
の
に
１
度
目
と
２
度
目
の
挑
戦
を

退
け
ら
れ
た
Ｘ
Ｒ
Ｓ
の
開
発
チ
ー
ム

の「
３
度
目
の
正
直
」を
、
心
か
ら
応

援
し
た
い
。

（
文：

喜
多
充
成
）

「すざく」に搭載された
4台のX線CCDカメラが小マゼラン星雲の

超新星残骸をとらえた初画像。
酸素や窒素など、生命の起源ともいうべき

物質の手がかりを
とらえることができた。

もうひとつの観測機器「硬X線検出器」も、非常に
波長が短い（エネルギーの高い）領域のX線を、

これまでにない感度で
とらえることができており、観測成果に

期待がかかる。

「
３
度
目
の
正
直
」に
向
け
て
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―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
全
段

固
体
燃
料
を
使
用
す
る

３
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
で

す
。
目
的
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
軌
道

に
投
入
さ
れ
る
科
学
衛
星
・
探
査
機
の

打
ち
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
第
４
段
を
追
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
全
段
固
体
推
進
剤
を
使
い
、

惑
星
間
軌
道
に
ま
で
衛
星
を
打
ち
上
げ

る
こ
と
の
で
き
る
ロ
ケ
ッ
ト
は
世
界
で

も
Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
す
。

Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ

ト
に
は
、
次
の
よ

う
な
新
技
術
が
採

用
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
第
１
段
モ
ー
タ

ケ
ー
ス
に
、
高

張
カ
マ
レ
ー
ジ

ン
グ
鋼
Ｈ
Ｔ
―

２
３
０
を
採
用

②
第
１
段
の
切
り

離
し
と
第
２
段
の
点
火
を
同
時
に
行

う
フ
ァ
イ
ア
・
イ
ン
・
ザ
・
ホ
ー
ル
分

離
方
式
に
対
応
し
た
１
／
２
段
接
手

と
、
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｃ
（F

lexib
le

Linear
Shaped

C
harge

）分

離
接
手
の
採
用

③
軽
量
化
を
図
る
た
め
、
第
２
段
、
第

３
段
、
キ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
モ
ー
タ
に

炭
素
繊
維
強
化
複
合
材
料
製
の
モ

ー
タ
ケ
ー
ス
を
採
用

④
第
３
段
お
よ
び
キ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
モ

ー
タ
の
ノ
ズ
ル
に
、
未
使
用
時
に
は

短
く
縮
み
、
使
用
直
前
に
伸
び
る
伸

展
ノ
ズ
ル
を
採
用

⑤
ノ
ー
ズ
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
開
頭
機
構

⑥
ロ
ケ
ッ
ト
の
姿
勢
を
計
測
す
る
セ
ン

サ
と
し
て
フ
ァ
イ
バ
・
オ
プ
テ
ィ
カ

ル
・
ジ
ャ
イ
ロ
を
採
用

Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
は
、
Ｘ
線

天
文
衛
星
「Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
―
Ｅ
Ⅱ
」を

打
ち
上
げ
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
、全

備
重
量
約
１
４
０
ト
ン
、
全
長
約
31

ｍ
、
代
表
直
径
2.5
ｍ
の
３
段
式
ロ
ケ
ッ

ト
で
す
。
そ
の
基
本
構
想
は
、２
０
０

３
年
５
月
に
小
惑
星
探
査
機
「は
や
ぶ

さ
」
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
た
Ｍ
―

Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機
と
同
様
で
す
。

Ｍ-Ｖロケット6号機はＸ線天文衛星ASTRO-EⅡを
搭載し、2005年7月10日12時30分に
内之浦宇宙空間観測所から打ち上げられました。
ロケットは正常に飛行し、所定の軌道に
投入されたことが確認されました。
その後、ASTRO-EⅡからの信号を、
サンチャゴ局、内之浦局にて受信し、
これらの信号よりASTRO-EⅡが正常に
分離されたことを確認しました。
「すざく」と名付けられたこの衛星は、
「はくちょう」「あすか」等に続く
日本のＸ線天文観測の
後継機として、観測データ取得が
期待されています。

14

２
年
ぶ
り
の
打
ち
上
げ
と
あ
っ
て
、
Ｍ
―
Ｖ

ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射
す
る
内
之
浦
の
町
が
沸
い

た
。
衛
星
打
ち
上
げ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始

ま
る
と
人
口
が
一
気
に
１
割
以
上
増
え
る
の
だ

か
ら
、
こ
れ
は
町
に
と
っ
て
は
す
ご
い
活
気
に

つ
な
が
る
。
内
之
浦
は
、
町
の
人
た
ち
と
実
験

に
訪
れ
る
人
間
と
の
交
流
が
非
常
に
親
密
な
こ

と
で
有
名
で
あ
る
。
す
で
に
打
ち
上
げ
準
備
の

段
階
か
ら
、
実
験
班
と
町
の
人
々
の
旧
交
を
温

め
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
打

ち
上
げ
の
前
に
は
町
の
婦
人
会
の
人
た
ち
か

ら
、
恒
例
の
千
羽
鶴
が
実
験
主
任
の
森
田
泰
弘

教
授
に
贈
ら
れ
た
。
そ
し
て
町
の
雰
囲
気
は
、

「
す
ざ
く
」の
軌
道
投
入
成
功
で
最
高
潮
に
達
し

た
。町

の
人
々
と
実
験
班
の
交
流
の
原
点
は
、
１

９
６
０
年
代
の
初
め
に
糸
川
英
夫
教
授
が
、
発

射
場
を
建
設
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た

め
に
こ
の
町
を
訪
れ
た
と
き
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。町
の
婦
人
会
の
女
性
た
ち
は
、こ
の
建

設
構
想
に
心
か
ら
歓
迎
の
意
を
表
し
、
お
に

ぎ
り
や
お
茶
の
暖
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
惜
し
ま

ず
、調
査
で
難
航
す
る
人
々
に
大
き
な
感
動
を

与
え
た
。

Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
の
打
ち
上
げ
の
直

後
、婦
人
会
の
当
時
の
会
長
さ
ん
で
あ
る
田
中

キ
ミ
さ
ん
を
訪
ね
た
。田
中
キ
ミ
さ
ん
は
糸
川

先
生
と
同
じ
１
９
１
２
年
の
生
ま
れ
。私
が
大

学
院
生
だ
っ
た
頃
か
ら
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
少
し
足
の
具
合
が
悪
い
と

か
で
臥
せ
っ
て
お
い
で
だ
っ
た
が
、顔
色
も
よ

く
、闊
達
な
弁
で
あ
っ
た
。お
目
に
か
か
る
な
り
、

相
変
わ
ら
ず
の
元
気
な
声
で
、「
よ
か
っ
た
で
す

ね
え
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
声
を
か
け

ら
れ
た
。「
内
之
浦
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
関
係
が
い
つ

ま
で
も
続
く
と
い
い
で
す
ね
え
」と
、何
度
も
繰

り
返
さ
れ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

内
之
浦
は
、
こ
の
た
び
の
打
ち

上
げ
の
直
前
の
７
月
１
日
に
、
隣

の
高
山
町
と
合
併
し
て
「
肝
付
町
」

に
な
っ
た
。
翌
日
そ
の
内
之
浦
支

所
を
訪
ね
た
ら
、
出
会
う
役
場
の

人
た
ち
の「
お
め
で
と
う
」
の
言
葉

が
、
嬉
し
く
私
を
包
ん
だ
。

（
的
川
泰
宣
）

久しぶりの打ち上げに沸く内之浦の人々

衛
星（
AS
TR
O-
EⅡ
）

伸
展
ノ
ズ
ル

SJ

ノ
ー
ズ
フ
ェ
ア
リ
ン
グ

２
／
３
段
接
手

後
部
筒

第
３
段

MN
TV
C

SM
SJ

第
3段
モー
タ（
M-
34
）

第
2段
モー
タ

（
M-
25
）

第
1段
モー
タ（
M-
14
）

第
３
段
計
器
部（
B3
PL
）

衛
星
接
手

第
２
段
MN
TV
C

１
／
２
段
接
手

第
１
段
SM
RC

ノ
ズ
ル

伸
展
機
構

第
２
段
SM
RC

第
１
段

MN
TV
C

Ｍ
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さ
る
５
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に「
宇

宙
教
育
セ
ン
タ
ー
」が
発
足
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ(Jap

an
A
ero
sp
ace

E
x
p
lo
ra
tio
n
A
g
e
n
c
y
)

は
、

２
０
０
３
年
10
月
に
、
宇
宙
科
学
研
究

所
、
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
、
宇
宙
開

発
事
業
団
の
３
つ
の
組
織
を
統
合
し
て

で
き
た
日
本
で
唯
一
の
宇
宙
開
発
組

織
で
す
。
こ
の
宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー

の
準
備
に
は
２
年
近
く
を
要
し
、
内
部

の
調
整
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が

あ
り
ま
し
た
し
、
数
名
は
健
康
を
害
す

る
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
そ
の
発
足
に
向

け
て
の
情
熱
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
発
足
か
ら
３
か
月
以
上
経
っ
た

今
で
も
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
へ
の
質
問
や

要
望
の
声
は
絶
え
ま
せ
ん
。
全
国
に
は

期
待
を
か
け
て
く
れ
て
い
る
先
生
方

が
大
勢
い
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
何

年
か
が
勝
負
で
す
。
武
者
震
い
を
覚

え
ま
す
。
で
も
、
活
動
の
一
歩
一
歩
が

不
安
を
消
し
去
っ
て
い
く
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
宇
宙
の
現

場
で
働
い
て
き
た
私
に
は
、
子
ど
も
た

ち
と
の
出
会
い
が
無
数
に
あ
り
ま
し

た
。
今
で
も
私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
や
生
き

物
や
宇
宙
に
は
非
常
に
興
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
根
本

的
な
救
い
で
す
。
し
か
し
、
子
供
た
ち

は
理
科
と
い
う
勉
強
に
な
る
と
敬
遠

し
は
じ
め
る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

心
に
潜
在
し
て
い
る
自
然
や
生
き
物

や
宇
宙
へ
の
素
朴
な
興
味
を
、
本
当

に
知
的
な
好
奇
心
に
誘
導
し
て
い
く

の
が
理
科
教
育
の
役
目
だ
と
し
た
ら
、

宇
宙
の
仕
事
を
し
て
い
る
私
た
ち
に

も
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
新
聞
を
開
け
ば
青
少
年

に
関
係
し
た
悲
惨
な
事
件
が
大
変
多
い

で
す
ね
。
特
に「
命
の
尊
厳
」と
い
う
叫

び
が
、
事
件
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
の
日
本
を

覆
う
暗
雲
か
ら
脱
け
出
し
て
、
未
来
に

向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
。「
理

科
離
れ
」と
い
う
よ
り
は「
知
的
関
心

か
ら
の
離
れ
」が
進
行
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
心
に
、
新
し
い
日
本
と
世
界

を
築
く
た
め
の
情
熱
の
火
を
と
も
し
た

い
。
そ
ん
な
素
朴
な
動
機
が
、「
宇
宙

教
育
セ
ン
タ
ー
」設
立
の
動
機
で
し
た
。

宇
宙
は
他
の
分
野
に
比
べ
て
、
子
供

た
ち
の
好
き
な
も
の
や
他
の
分
野
に

は
無
い
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

１
３
７
億
年
前
に
宇
宙
が
生
ま
れ
、
物

質
の
進
化
の
歴
史
は
、
銀
河
、
星
、
地

球
、
生
命
を
生
み
出
し
て
、
私
た
ち
自

身
の
生
命
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。人
類
に
よ
る
そ
の
謎
へ
の
挑
戦
は
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に「
好
奇
心
」と
い

う
心
の
輝
き
を
惹
き
起
こ
す
に
十
分

な
魅
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
宇
宙
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星

づ
く
り
の
話
は
、「
匠
の
心
」を
燃
え

上
が
ら
せ
ま
す
。
宇
宙
飛
行
士
の
活

動
は
、
子
ど
も
の
心
に「
冒
険
」へ
の

憧
れ
を
か
き
た
て
ま
す
。

宇宙教育センターが発足して
数か月が経ちました。
少しずつ動きだしておりますが、
外から見ると、その内容については、
分かりづらい面もあります。
宇宙教育センターがめざす世界について、
その熱い思いを的川センター長に聞きました。

宇宙教育センター長  的川泰宣

宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー

創
設
後
の
反
響

セ
ン
タ
ー
創
設
の

背
景
と
は

003̲P14‐17̲003̲P14‐17  14/01/21  10:54  ページ 15



16

そ
し
て
、
宇
宙
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
い
の
ち
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め

の
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

勿
論
い
の
ち
の
大
切
さ
は
、
教
え
て

身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

理
科
の
面
白
さ
も
そ
う
で
す
が
、
結

局
は
自
分
の
心
に
そ
の
動
機
が
芽
生

え
な
け
れ
ば
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
持
続

す
る
な
ど
及
び
も
つ
き
ま
せ
ん
。「
宇

宙
教
育
セ
ン
タ
ー
」は
、
宇
宙
や
宇
宙

活
動
の
魅
力
的
な
成
果
を
存
分
に
活

用
し
て
、
学
校
現
場
の
先
生
方
や
他

の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
や
個
人
と
連
携

し
て
、
日
本
中
に
元
気
な
子
ど
も
た

ち
を
輩
出
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

国
民
の
税
金
の
中
か
ら
多
額
の
予
算

を
遣
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）と
し

て
は
、
国
家
の
一
大
事
に
当
た
っ
て
、

そ
の
成
果
の
一
部
を
国
民
の
み
な
さ
ま

に
還
元
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
特
に

子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
を
惹
く
素

材
を
豊
富
に
有
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

は
、
自
然
や
宇
宙
に
子
ど
も
た
ち
の
心

を
い
ざ
な
う
上
で
、
非
常
に
大
き
な
責

任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
を

あ
げ
て
教
育
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て
い

る
今
こ
そ
、社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

宇
宙
を
軸
に
し
た
子
ど
も
た
ち
の
教
育

を
ひ
と
つ
の
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
る

べ
き
だ
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

宇
宙
教
育
と
い
う
と
、
子
ど
も
た
ち

に
ロ
ケ
ッ
ト
や
星
や
銀
河
な
ど
を
見
せ

て
、
宇
宙
大
好
き
人
間
に
す
る
、
と
い

う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
宇
宙
の
好

き
な
子
ど
も
が
数
多
く
出
現
す
る
こ
と

は
、そ
れ
は
そ
れ
で
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
何
と
い
っ
て
も
宇
宙
が
持
つ
魅

力
は
、
自
然
や
宇
宙
や
生
命
の
不
思
議

さ
に
人
々
を
い
ざ
な
っ
て
い
く
入
り
口

と
し
て
、
非
常
に
魅
力
的
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
、
宇
宙
活
動
の
後

継
者
を
養
成
す
る
と
い
う
縦
割
り
的
な

考
え
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の
国
づ
く

り
を
立
派
に
担
う
人
づ
く
り
を
軸
に
据

え
る
と
い
う
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
好
奇
心
、
冒
険
心
、
も

の
づ
く
り
の
精
神
に
溢
れ
た
明
る
く
元

気
で
独
創
的
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

た
め
に
、
宇
宙
の
魅
力
的
な
素
材
を
最

大
限
活
用
す
る
―
―
こ
れ
が
基
本
方

針
の
第
１
で
す
。

日
本
に
は
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
を
合
わ
せ
る
と
１
６
０
０
万
人
も
の

学
童
が
い
る
そ
う
で
す
。
も
し
１
年
に

１
度
で
も
私
た
ち
の
発
進
す
る
宇
宙
に

つ
い
て
の
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

こ
の
す
べ
て
の
子
ど
も
が
耳
に
す
る
こ

と
を
め
ざ
す
な
ら
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
人

間
が
１
年
に
１
万
人
ず
つ
の
人
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
勘

定
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も
不
可

能
な
数
字
で
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
私

た
ち
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
学
校

現
場
の
教
師
の
方
々
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ひ
と
り
の
教
師
の
向
こ
う
に

は
、
数
十
人
、
数
百
人
の
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
宇
宙
の
現
場
が
そ
の
魅
力

的
な
人
的
・
物
的
素
材
を
フ
ル
に
活
か

し
て
、
学
校
教
育
の
現
場
と
手
を
と
り

合
っ
て
工
夫
を
す
れ
ば
、「
自
然
や
生

き
物
は
好
き
だ
け
れ
ど
勉
強
は
嫌
い
」

と
い
う
大
量
の
子
ど
も
た
ち
に
、
自
ら

勉
強
に
取
り
組
む
強
烈
な
き
っ
か
け
を

与
え
て
や
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
宇
宙
教
育
の
核
と
な
る
の
は
、

直
接
教
育
で
は
な
く
て
、
教
育
現
場
へ

の
支
援
で
す
。
こ
れ
が
、
基
本
方
針
の

第
２
で
す
。

現
在
日
本
の
国
に
は
、
学
校
現
場

だ
け
で
な
く
、
大
学
、
自
治
体
、
企

業
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
組
織
が

教
育
を
意
識
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
危
機
感
が
つ
の

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
教
育
支
援
は
バ
ラ
バ
ラ
に

や
ら
れ
て
い
た
の
で
は
効
果
が
薄
い

で
し
ょ
う
。
基
本
的
な
理
念
を
徹
底

し
て
議
論
し
合
い
、
ベ
ク
ト
ル
を
揃

え
て
努
力
し
て
こ
そ
、
そ
の
実
も
あ

が
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う

な
連
携
の
中
核
と
な
り
た
い
と
、
私

た
ち
は
決
心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

基
本
方
針
の
第
３
で
す
。
連
携
を
と

り
た
い
人
々
の
中
に
は
、
私
た
ち
が

現
在
の
段
階
で
は
想
定
し
て
い
な
い

人
た
ち
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、

組
織
の
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
の
多
い
お

母
さ
ん
や
女
性
の
方
々
と
の
連
携
を

特
に
重
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
日
本
の
津
々

浦
々
に
人
的
な
拠
点
を
持
つ
教
育
支

援
連
合
の
巨
大
で
緻
密
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

活
動
の
柱
は
５
つ
あ
り
ま
す
。

一
番
力
を
入
れ
た
い
の
は
、
学
校
現

場
の
先
生
方
へ
の
支
援
で
す
。
こ
れ
は

教
育
現
場
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
学

校
や
教
育
委
員
会
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
研
究
機
関
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
最
適
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
出
し
実
践
す
る

こ
と
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
い
ま

Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）と
か
Ｓ
Ｐ
Ｐ（
サ
イ
エ

ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
）な
ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
学
校
か
ら
の
要
請
も
多
い
で

す
。
ま
た
総
合
的
学
習
に
関
わ
る
授
業

支
援
も
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
は
短
期
・

長
期
を
問
わ
ず
、
授
業
計
画
の
作
成
か

ら
実
際
の
授
業
ま
で
、
支
援
の
要
請
が

た
く
さ
ん
来
て
い
ま
す
。

最
終
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
子
ど
も
た

ち
で
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
す
が
、

日
本
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
を

合
わ
せ
る
と
１
６
０
０
万
人
も
い
ま
す

か
ら
、
そ
ん
な
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
直
接
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

切
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
す
。
日
常

的
に
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
授
業
を
す

る
の
は
先
生
方
で
す
か
ら
、
私
た
ち
の

行
え
る
の
は
あ
く
ま
で「
支
援
」で
す
。

主
体
は
先
生
方
に
あ
り
、
そ
の
先
生
方

の
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
宇
宙
の
素
材
を

ど
の
よ
う
に
取
り
込
ん
で
い
け
る
か

を
、
実
情
に
応
じ
て
議
論
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
一
緒
に
つ
く
り
、
素
材
を
加
工

し
て
提
供
し
ま
す
。
こ
の
学
校
現
場
と

の
協
力
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
素
敵
な

実
践
例
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と

の
共
同
作
業
の
中
か
ら
、
宇
宙
教
育
の

「
拠
点
」に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
先
生
方

が
全
国
に
無
数
に
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
実
施
し
て
い
る
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
学
校
現
場
と
緊
密
な
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
実
行
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

点
で
は
、
各
地
の
教
育
委
員
会
や
青
少

年
育
成
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
教
員

や
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
も
大
い
に
支
援
で

き
る
よ
う
、
施
設
の
充
実
も
で
き
れ
ば

い
い
で
す
ね
。
教
育
者
・
科
学
者
・
技

術
者
が
一
体
と
な
っ
た
全
国
規
模
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
い
わ
ば「
青
少
年
科

学
の
祭
典
」の
教
師
版
な
ど
も
こ
れ
か

ら
企
画
し
た
い
で
す
ね
。

と
は
い
え
、
宇
宙
飛
行
士
、
宇
宙
技

術
者
、
宇
宙
科
学
者
な
ど
宇
宙
の
現
場

で
働
い
て
い
る
人
間
か
ら
生
身
の
体
験

を
語
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
実
物
教
育
」で
す
ね
。
つ
ま
り
、
小
学

校
・
中
学
校
・
高
校
を
対
象
に
し
て
、

独
自
に
開
発
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
践
す
る
活
動
―
―
こ
れ
が
第
２
の

宇
宙
の
現
場
か
ら

生
身
の
体
験
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
の

５
つ
の
柱

基
本
と
な
る
方
針
と
は

宇
宙
を
軸
に
し
た

子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
め
ざ
す
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柱
で
す
。
こ
れ
は
す
で
に
実
施
し
て
い

る「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」な
ど
の

公
募
型
の
活
動
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

小
学
校
低
学
年
の
た
め
の（
親
子
で
参

加
す
る
）キ
ッ
ズ
・
コ
ー
ス
、
小
学
校

高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
の
フ
ァ
ン
ダ

メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
ス
と
ア
ド
バ
ー
ン
ス

ト
・
コ
ー
ス
、
先
生
方
の
た
め
の
エ
デ

ュ
ケ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
高
校
生
の
た
め
の
合
宿

方
の
体
験
学
習
も
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

宇
宙
飛
行
士
や
宇
宙
科
学
者
、
宇

宙
技
術
者
た
ち
が
直
接
子
ど
も
た
ち

に
接
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き
い
で

し
ょ
う
し
、
ま
た
宇
宙
活
動
に
携
わ

る
私
た
ち
自
身
が
自
分
の
仕
事
の
意

義
を
不
断
に
問
い
直
す
た
め
に
も
重

要
で
す
。
た
だ
し
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
、
こ
の
直
接
教
育
活
動
を
享

受
で
き
る
人
た
ち
の
数
は
そ
う
莫
大

な
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

活
動
の
第
３
の
柱
は
、
情
報
発
信

で
す
。
こ
れ
は
主
と
し
て
宇
宙
教
育

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
宇
宙
・
航

空
に
つ
い
て
の
教
育
素
材
を
提
供
し

た
り
、
印
刷
物
や
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
に
よ
っ
て
各
種
の
情
報

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

生
身
の
宇
宙
活
動
が
生
み
出
す
成
果

は
、
息
を
呑
む
よ
う
な
感
動
的
な
素

材
や
、
人
々
の
心
に
長
く
残
っ
て
い

く
印
象
的
な
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
や
世
界
の
宇
宙
活

動
を「
教
育
」と
い
う
視
点
か
ら
す
べ

て
見
直
す
作
業
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
特
に
、
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
の
学
習
内
容
に
即
し
た

導
入
教
材
と
い
う
も
の
に
私
た
ち
は

着
目
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
学
習

に
入
る
前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を

そ
の
テ
ー
マ
に
い
か
に
惹
き
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
が
勝
負
で
す
。
興

味
さ
え
持
て
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
一

人
で
も
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
て
い
き
ま

す
。「
宇
宙
」を
最
大
限
活
用
し
て
、

「
子
ど
も
の
心
に
火
を
点
け
る
」こ
と

を
、
何
よ
り
も
重
視
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
科
学
や
生
活
の
情
報
も
、

宇
宙
と
い
う
立
場
か
ら
体
系
化
す
る

と
別
の
側
面
が
見
え
て
き
ま
す
。
子

供
た
ち
自
身
が
Ｗｅ
ｂ
に
入
り
込
ん
で

き
た
り
、
先
生
方
が
活
用
で
き
る
よ

う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
現
在
精
力
的

に
準
備
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
大

阪
で
行
っ
た
教
室
の
実
践
が
、
北
海

道
や
沖
縄
で
活
用
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
画
像
・
生
の
素
材
を
公
開
し
て
、

毎
日
の
教
育
実
践
に
使
え
る
よ
う
に

す
る
活
動
も
重
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
先
生
同
士
の
チ
ャ

ッ
ト
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す

ね
。
お
金
が
た
く
さ
ん
か
か
り
ま
す

が
、
宇
宙
開
発
の
た
め
に
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ん
の
税
金
の
一
部
を
社

会
貢
献
と
し
て
役
立
て
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
当
然
の
義
務
で
あ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

第
４
は
、
大
学
生
や
学
生
団
体
に

よ
る
宇
宙
関
連
の
活
動
へ
の
支
援
で

す
。
Ｉ
Ａ
Ｃ（
国
際
宇
宙
会
議
）や
国

際
宇
宙
大
学
な
ど
へ
の
大
学
生
の
派

遣
と
か
、
大
学
生
に
よ
る
ロ
ケ
ッ
ト

や
ミ
ニ
衛
星
の
製
作
・
打
ち
上
げ
の

支
援
な
ど
が
、
こ
の
柱
に
含
ま
れ
ま

す
。
キ
ュ
ー
ブ
サ
ッ
ト
な
ど
で
燃
え

上
が
り
つ
つ
あ
る
日
本
の
若
者
た
ち

の
情
熱
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
応
援
し

た
い
で
す
ね
。
た
だ
し
、
私
と
し
て

は
、
こ
れ
は「
教
育
」と
い
う
よ
り
は

「
連
携
」に
近
い
活
動
と
し
て
理
解
し

て
い
ま
す
け
ど
ね
。

第
５
の
柱
を
一
言
で
表
現
す
れ
ば

「
連
携
」で
す
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た

国
内
の
い
ろ
い
ろ
な
組
織
の
教
育
支

援
と
の
連
携
と
、
各
国
の
宇
宙
機
関

や
国
際
機
関
、
民
間
企
業
と
の
連
携

を
含
ん
で
い
ま
す
。
宇
宙
と
い
う
領

域
が
内
包
し
て
い
る
豊
か
な
中
身
を

考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な

関
心
や
好
奇
心
を
呼
び
起
こ
す
チ
ャ

ン
ス
は
、
実
に
広
い
範
囲
に
渡
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
宇
宙

開
発
や
宇
宙
科
学
の
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
地
球
・
環
境
分
野
、
生
命
科
学
の

分
野
、
さ
ら
に
は
社
会
科
学
・
人
文
科

学
、
芸
術
か
ら
哲
学
ま
で
、
幅
広
い
連

携
が
必
然
的
に
要
求
さ
れ
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
単
に
ロ
ケ
ッ
ト
と
衛
星

だ
け
が
話
題
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
心
を
覗
い
て
み
る
と
、「
宇

宙
」か
ら
は
、
音
楽
・
絵
画
・
文
学
な

ど
多
彩
な
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。
単
な
る
理
科
教
育

で
は
な
い
、
全
人
教
育
に
つ
な
が
る
想

像
力
が
、
子
ど
も
自
身
に
備
わ
っ
て
い

る
の
で
す
。
宇
宙
に
は
、
子
供
の
心
と

共
鳴
す
る
も
の
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
私
た
ち

の
セ
ン
タ
ー
が
連
携
で
き
る
分
野
は
無

数
に
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
で

す
。現

在
は
、
プ
ロ
野
球
の
試
合
の
な
い

日
は
あ
っ
て
も
、
新
聞
の
活
字
に「
教

育
」の
２
字
が
躍

ら
な
い
日
は
な

い
と
言
わ
れ
ま

す
。
世
間
で
の

教
育
の
大
切
さ

へ
の
意
識
は
非

常
な
高
ま
り
を

迎
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
バ
ラ

バ
ラ
に
や
る
の

で
は
な
く
、
連

携
の
核
に
な
っ

て
、
小
さ
な
流

れ
を
大
き
な
流
れ
に
合
流
さ
せ
る
と
い

う
の
も
、
私
た
ち
の
セ
ン
タ
ー
の
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
宇
宙
の

内
包
す
る
も
の
が
多
彩
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

S
pace

E
d
u
cation

に
つ
い
て

の
議
論
は
、
国
際
会
議
で
は
十
数
年
前

か
ら
あ
り
ま
す
。
ど
の
国
で
も
子
ど
も

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
に
の
め
り
こ

ん
で
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ

カ
で
も
そ
の
危
機
感
は
深
刻
で
、
日
常

的
に
活
発
に
議
論
し
、
教
育
政
策
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
問
題
認
識
を
共
有
す
る
討
議

も
、
学
会
で
活
発
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
国
際
連
携
も
視
野
に
入

れ
て
い
く
こ
と
も
、
必
然
的
な
流
れ
で

し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の

情
報
発
信

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
を

国
際
的
な
連
携
も
視
野
に
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ペンシルロケット50周年記念の

「ペンシルロケットフェスティバル」
の開催

INFORMATION 2

去る８月19日、千葉県の幕張メッ
セにてペンシルロケットフェステ
ィバルが開催されました。｢ペン
シルロケット｣とは、すでに
JAXA's 002の特集でみなさんに
詳しくお伝えしたとおり、日本の
宇宙開発史の始まりと言われる
いわばロケットの元祖。その元
祖が水平発射された日から50周
年を記念して行ったイベントでし
たが、当日は1955年当時に行わ
れた水平発射実験の再現が見ら
れるとあって、開場の30分前か
らすでに200人ほどの人が大行
列。
記念すべき第１回目の再現実験

打ち上げ情報

OICETS、INDEX
8月24日の打ち上げ成功

INFORMATION 4

最 前 線

は午前中の記念式典の中で行わ
れました。「パン！！」という運動
会のピストルのような音と共に
発射するロケットは迫力満点。
子供も大人も予想以上のロケッ
トの速さと打ち上げの音に驚き
の表情をかくせない様子でした。
水平発射再現のほか、JAXAほか
約13社の企業協力により、宇宙
を「体感」してもらうことをテー
マにしたJAXAや協力企業による
工作教室、実験教室、プラネタ
リウムなどの出し物ブースが並
びましたが、すべての整理券が
飛ぶようになくなり、毎回満員
御礼状態。当日の来場者は延べ
4100人を越えるという大盛況ぶ
りでした。
JAXAといたしましては、残暑の
暑い中、会場まで足をお運びいた
だいたかたがたに感謝すると共
に、このイベントを通じ、みなさ
んに宇宙を身近に感じていただけ
たことを大変うれしく思っていま
す。

８月24日（水）06時10分（日本時間）
に、ロシア宇宙庁バイコヌール宇
宙基地（カザフスタン共和国）から
ドニエプルロケットで打ち上げら
れた、光衛星間通信実験衛星
（OICETS）と小型科学衛星INDEX

小型超音速実験機の
飛行実験

INFORMATION 3

JAXAではこの秋、オーストラリア・
ウーメラ実験場において、小型超
音速実験機の飛行実験を行いま
す。この飛行実験では、実験機
をロケットで打ち上げ、ロケット
から分離した実験機を単体で滑
空させ、マッハ数２の飛行実験
を行い空力性能や表面圧力など
のデータの取得をめざします。こ
れにより、コンピュータによる新
しい設計技術の実証、超音速機
特有の形状に対する設計技術の
獲得、無人超音速飛行実験技術
の蓄積を図ります。

は、15分後ロケットから分離し、
衛星軌道に投入されました。
打ち上げ後、OICETSは「きらり」、
INDEXは「れいめい」と命名され
ました。

先
進
的
な
惑
星
探
査
技
術
の
実
証
を
目

的
に
、
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
を
目
指
し
て

い
た
、
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」は
、

９
月
12
日
、
イ
ト
カ
ワ
に
到
着
し
ま
し

た
。
現
在
、「
は
や
ぶ
さ
」は
小
惑
星
イ

ト
カ
ワ
か
ら
約
20
km
離
れ
た
場
所
に
ほ

ぼ
静
止
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
静
止
す
る
直
前
に「
は
や
ぶ
さ
」

か
ら
撮
影
し
た
イ
ト
カ
ワ
の
画
像
で

す
。
岩
石
や
起
状
に
富
む
部
分
と
、
比

較
的
滑
ら
か
な
部
分
に
分
か
れ
て
い
る

様
子
が
は
っ
き
り
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
地
形
の
成
り
立
ち
は
、

イ
ト
カ
ワ
の
起
源
を
考
え
る
上
で
重
要

な
鍵
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
後
、
約
２
か
月
に
わ
た
っ
て
、
サ
ン

プ
ル
採
集
や
地
形
測
定
を
含
む
イ
ト
カ

ワ
の
詳
細
な
科
学
観
測
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
は
、

２
０
０
３
年
５
月
に
Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト

５
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
て
以
来
、

04
年
５
月
の
地
球
ス
ウ
ィ
ン
グ
バ
イ
を

経
て
順
調
に
飛
行
を
続
け
、
地
球
か
ら

約
３
億
２
０
０
０
万
km
の
距
離
に
達
し

ま
し
た
。

「
は
や
ぶ
さ
」、

小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
に
到
着

IN
F
O

R
M

A
T
IO

N
1

バイコヌール宇宙基地での、OICETS、INDEXの打ち上げの様子

発射台にセットされたロケットと実験機
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発行企画●ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）
編集制作●財団法人日本宇宙フォーラム
デザイン ●Better Days
印刷製本 ●株式会社ビー・シー・シー

平成17年8月1日発行

JAXA'ｓ編集委員会
委員長　　的川泰宣
副委員長　矢代清高
委員　　　浅野 眞／寺門和夫
顧問　　　山根一眞

再生紙（古紙100％）使用

10月、世界の宇宙関係者が福岡に集結

第56回国際宇宙会議
福岡大会が開催

INFORMATION 7

10月、福岡県で世界最大の宇宙学
会、アジア最大の宇宙会議が開
催され、世界中から宇宙関係者
が集まります。
10月11日から13日は、北九州市で
日本の文部科学省とJAXAが主催
の「第12回アジア太平洋宇宙機関
会議」、14日から15日は、同じく
北九州市で「国連・国際宇宙航行
連盟（IAF）合同ワークショップ」、
16日から21日は、福岡市で「第56
回国際宇宙会議の福岡大会（IAC
2005 Fukuoka）」が開催されます。
「IAC 2005 Fukuoka」は、60か国
から1600名を超える科学者・技術
者が参加する世界最大の宇宙工
学の学会です。宇宙開発に関す

る科学、技術、法学、環境問題、
地球資源、科学教育など、およ
そ100テーマに及ぶ最新の研究成
果および計画の進捗などについ
て報告・情報交換を行います。
学会発表のほかに、各国の宇宙
プログラムの紹介展示や民間の商
品展示がもあります。
また、青少年向けの「ふれあいフェ
スティバル」など、一般向けの宇
宙イベントもあり、この秋､福岡は
“宇宙”で賑わいます。JAXAでは
各種会議やイベントを全面的に支
援するとともに、次世代の専門家
育成のために101名の学生を学会
に派遣しています。

米国オハイオ州の
高校から
折鶴が寄贈

INFORMATION 6

授業で、原爆の被害を学んだ高校
生が平和への願いを込めて折っ
た千羽鶴を、JAXAに寄贈してく
ださいました。 「
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グランプリ曲に選ばれた「E.Bakay」の演奏（左）、表彰式の様子　
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事業所等一覧

東京事務所
〒100-8260
東京都千代田区丸の内1-6-5　
丸の内北口ビルディング（受付2階）
TEL：03-6266-6000
FAX：03-6266-6910

航空宇宙技術研究センター
飛行場分室
〒181-0015
東京都三鷹市大沢6-13-1
TEL：0422-40-3000
FAX：0422-40-3281

角田宇宙センター
〒981-1525
宮城県角田市君萱字小金沢1
TEL：0224-68-3111
FAX：0224-68-2860

筑波宇宙センター
〒305-8505
茨城県つくば市千現2-1-1
TEL：029-868-5000
FAX：029-868-5988

地球観測センター
〒350-0393
埼玉県比企郡鳩山町大字大橋
字沼ノ上1401
TEL：049-298-1200
FAX：049-296-0217

内之浦宇宙空間観測所
〒893-1402
鹿児島県肝属郡肝付町
南方1791-13
TEL：0994-31-6978
FAX：0994-67-3811

三陸大気球観測所
〒022-0102
岩手県大船渡市三陸町吉浜
TEL：0192-45-2311
FAX：0192-43-7001

能代多目的実験場
〒016-0179
秋田県能代市浅内字下西山1
TEL：0185-52-7123
FAX：0185-54-3189

増田宇宙通信所
〒891-3603
鹿児島県熊毛郡中種子町
増田1887-1
TEL：0997-27-1990
FAX：0997-24-2000

勝浦宇宙通信所
〒299-5213
千葉県勝浦市芳賀花立山1-14
TEL：0470-73-0654
FAX：0470-70-7001

小笠原追跡所
〒100-2101
東京都小笠原村父島桑ノ木山
TEL：04998-2-2522
FAX：04998-2-2360

海外駐在員事務所
ワシントン駐在員事務所
JAXA Washington D.C. Office
2020 K Street, N.W.suite 325, 
Washington D.C. 20006 U.S.A
TEL:202-333-6844
FAX:202-333-6845

ヒューストン駐在員事務所
JAXA Houston Office
Cyberonics bldg., Suite 201,16511 Space Center Blvd.,
Houston, TX 77058 U.S.A
TEL:281-280-0222
FAX:281-486-1024

ケネディ宇宙センター駐在員事務所
JAXA KSC Liaison Office
O&C Bldg., Room No.1014,  Code: JAXA-KSC
John F. Kennedy Space Center, FL 32899, U.S.A.
TEL:321-867-3879/3295
FAX:321-452-9662

パリ駐在員事務所
JAXA Paris Office
3 Avenue Hoche, 75008-Paris, France
TEL:1-4622-4983
FAX:1-4622-4932

バンコク駐在員事務所
JAXA Bangkok Office
B.B Bldg., 13 Flr.Room No.1305
54 Awoke Road, Sukhumvit 21,
Bangkok 10110, Thailand
TEL:2-260-7026
FAX:2-260-7027

筑波宇宙センター
秋葉原とつくばを最速45分で結ぶ
つくばエクスプレスが
８月24日に開業し、交通至便となった
筑波宇宙センターに
ぜひお越しください。

沖縄宇宙通信所
地元･恩納村主催による
「うんなまつり」に、
沖縄宇宙通信所も特別展を実施して
参加しました。暑い中たくさんのご来場
ありがとうございました。

沖縄宇宙通信所
〒904-0402
沖縄県国頭郡恩納村字安富祖
金良原1712
TEL：098-967-8211
FAX：098-983-3001

本社
航空宇宙技術研究センター
〒182-8522
東京都調布市深大寺東町7-44-1
TEL：0422-40-3000
FAX：0422-40-3281

相模原キャンパス
〒229-8510
神奈川県相模原市由野台3-1-1
TEL：042-751-3911
FAX：042-759-8440

種子島宇宙センター
〒891-3793
鹿児島県熊毛郡南種子町
大字茎永字麻津
TEL：0997-26-2111
FAX：0997-26-9100

地球観測利用推進センター
〒104-6023
東京都中央区晴海1-8-10　
晴海アイランドトリトンスクエア　
オフィスタワーX棟23階
TEL：03-6221-9000
FAX：03-6221-9191

名古屋駐在員事務所
〒460-0022
愛知県名古屋市中区金山1-12-14
金山総合ビル10階
TEL：052-332-3251
FAX：052-339-1280

臼田宇宙空間観測所
〒384-0306
長野県佐久市上小田切
字大曲1831-6
TEL：0267-81-1230
FAX：0267-81-1234

事 業 所

ト ピ ッ ク ス

東京駅丸の内北口より徒歩1分　10：00～20：00・年中無休（元旦を除く） 

東京駅 

オアゾ 
ショップ＆レストラン 

2F

至 上野 至 品川 

ＪＡＸＡホームページ　http://www.jaxa.jp
宇宙情報センターホームページ　http://spaceinfo.jaxa.jp
最新情報メールサービス　http://www.jaxa.jp/pr/mail/

〒100-8260 東京都千代田区丸の内1-6-5
丸の内北口ビルディング２Ｆ
TEL:03-6266-6400　FAX:03-6266-6910

広報部
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